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が
飾
ら
れ
た
の
だ
。
横
壁
に
は
、

「
伊
吹
ヒ
バ
」
だ
と
伝
承
さ
れ

天
皇
か
ら
賜
っ
た
恩
賜
の
御
衣

て
い
る
。

お
ん

し

ぎ
よ

い

を
し
み
じ
み
と
眺
め
る
人
の
姿

落
合
高
校
は
、
前
身
が
高
等

の
掛
け
軸
が
掛
け
て
あ
っ
た
。

女
学
校
で
天
満
宮
に
隣
接
し
て

そ
の
繪
の
上
部
に
は
詩
か
歌
が

い
た
。
そ
の
故
も
あ
っ
て
か
、

ゆ
え

書
か
れ
て
い
た
が
、
「
恩
賜
の

校
章
は
京
都
の
北
野
天
満
宮
と

８
月

日
（
火
）

お
ん

し

26

御
衣
今
こ
こ
に
あ
り
・
・
・
」

同
じ
梅
の
紋
章
、
校
歌
に
は
白

荒
木
山
古
墳
の
南
側
登
坂
道

ぎ
よ

い

と
い
う
漢
詩
で
あ
っ
た
の
か
、

梅
が
詠
み
込
め
ら
れ
て
い
た
。

の
入
口
や
坂
道
の
途
中
の
案

「
東
風
吹
か
ば
・
・
・
」
の
名

“
白
梅
は
ゆ
か
し
き
花
よ

内
看
板
を
新
し
く
し
ま
し
た
。

こ

ち

歌
で
あ
っ
た
の
か
、
今
と
な
っ

風
雪
を
し
の
ぎ
て
潔
く

地
図
や
注
意
な
ど
分
か
り
や

き
よ

て
は
確
か
め
る
術
も
な
い
。

ふ
く
い
く
と
ほ
の
か
に
匂
う

す
く
表
し
た
ア
ル
ミ
板
で
す
。

す
べ

今
年
も
受
験
シ
ー
ズ
ン
が
や

生
ま
れ
て
間
も
な
い
弟
を
背

ふ
く
い
く
と
白
梅
の
ご
と

っ
て
来
た
。
中
髙
大
と
幾
十
万

負
っ
て
い
た
母
は
、
「
天
神
さ

わ
が
心

す
が
し
く
あ
ら
む

人
が
合
格
を
祈
願
し
て
天
神
様

ま
は
偉
い
学
問
の
神
様
で
す
よ
」

わ
が

操

凜
々
し
く
あ
ら
む
”

み
さ
お

り

り

に
殺
到
す
る
だ
ろ
う
。

と
教
え
て
く
れ
た
。
―
―
天
神

清
純
・
高
潔
な
人
材
を
育
て
よ

備
中
川
の
流
域
で
最
も
有
名

さ
ま
と
の
初
対
面
で
あ
っ
た
。

う
と
い
う
教
育
理
念
の
に
じ
み

な
の
は
落
合
垂
水
の
箸
立
天
満

っ
た
。
二
才
上
の
鈴
木
の
延
ち

長
じ
て
十
年
後
、
箸
立
天
満

出
た
秀
歌
で
あ
る
と
思
う
。

た
る

み

は
し
だ
て

の
ぶ

宮
で
あ
ろ
う
。
私
の
友
人
の
築

ゃ
ん
を
案
内
役
と
し
て
、
江
川

宮
に
隣
接
す
る
落
合
高
校
に
入

因
み
に
、
天
満
宮
の
白
梅
の

つ
き

え

が
わ

ち
な

沢
君
が
先
代
の
宮
司
を
つ
と
め

の
道
ち
ゃ
ん
・
金
丸
の
敏
ち
ゃ

学
し
た
。
道
真
公
十
四
才
の
頃
、

様
子
を
聞
い
て
み
た
。
北
野
天

（
実
行
委
サ
ー
ビ
ス
班
）

ざ
わ

み
つ

か
な
ま
る

と
し

て
お
ら
れ
た
。
北
房
地
域
で
は

ん
・
傘
屋
の
カ
ア
ち
ゃ
ん
な
ど

父
上
の
公
務
に
従
っ
て
高
田(

今

満
宮
に
は
五
〇
種
一
五
〇
〇
本

９
月

日
（
日
）

か
さ

や

28

菅
野
の
天
神
さ
ま
、
井
尾
の
天

と
遊
ん
だ
。
そ
の
頃
、
祭
神
が

の
勝
山
）
へ
行
く
途
上
、
昼
食

（
白
四
〇
％
、
紅
六
〇
％
）、

荒
木
山
古
墳
の
草
刈
り
や
墳

す
が

の

い
の

お

神
さ
ま
、
金
比
羅
さ
ま
の
内
宮
、

平
安
時
代
に
実
在
し
た
道
真
公

を
と
っ
た
場
所
が
今
の
垂
水
の

太
宰
府
天
満
宮
に
は
一
九
〇
種

頂
部
の
枯
れ
枝
の
片
付
け
。

こ
ん

ぴ

ら

だ

ざ
い

ふ

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
最

と
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
。

箸
立
天
満
宮
の
場
所
で
食
後
に

六
〇
〇
〇
本
（
紅
白
五
〇
％
）

定
古
墳
群
へ
の
通
路
の
上
に

も
大
き
な
天
神
様
は
柴
床
さ
ん

昭
和
十
六
年
太
平
洋
戦
争
が

箸
を
立
て
て
去
っ
た
跡
に
生
え

の
梅
林
の
姿
だ
っ
た
。
三
大
名

覆
い
被
さ
っ
て
い
た
木
の
枝

し
ば
と
こ

を
宮
司
と
す
る
宮
地
の
天
神
社

始
ま
っ
た
年
、
私
は
水
田
国
民

た
の
が
、
県
の
天
然
記
念
物
に

園
の
後
楽
園
で
は
約
一
〇
〇
本

の
伐
採
や
大
谷
一
号
墳
の
墳

み
や

じ

だ
と
思
う
。
※

学
校
へ
入
学
し
た
。
そ
の
頃
の

登
録
さ
れ
て
い
る
樹
齢
千
年
の

（
白
六
〇
％
、
紅
四
〇
％)

だ
と

丘
部
の
草
刈
り
作
業
。

私
は
昭
和
九
年(

一
九
三
四)

ひ
な
祭
り
の
或
る
日
、
我
が
家

い
う
。

宮
地
の
西
福
寺
で
生
ま
れ
た
の

に
突
如
、
天
神
様
が
到
来
さ
れ

さ
い
ふ
く

じ

で
、
同
じ
宮
地
の
天
満
に
あ
る

た
の
で
あ
る
。

※

宮
司
が
昨
年

て
ん

ま

天
神
さ
ま
に
は
遊
ん
だ
想
い
出

床
の
間
に
飾
ら
れ
た
ひ
な
壇

か
ら
柴
床
氏
か

と
こ

が
あ
る
。
天
満
の
こ
ん
も
り
と

の
左
に
、
身
の
丈
一
尺
五
寸
く

ら
有
漢
の
中
山

た
け

し
た
森
に
長
く
続
く
石
段
が
あ

ら
い
の
立
派
な
ア
ゴ
ヒ
ゲ
を
た

氏
に
代
わ
っ
て

り
、
頂
上
に
お
宮
の
境
内
が
あ

く
わ
え
た
衣
冠
束
帯
の
天
神
様

い
る
。

（
保
存
会
員
６
名
）

い

か
ん
そ
く
た
い

2025年１２月

第2５号
北房文化遺産

保存会

(文責)畦田正博

荒
木
山
通
信

天
神
様
と
私

ー

菅

原

道
真
公

ー

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

戸
村
彰
孝

【定古墳進入路】

枝切り作業

【落合髙校の校章】

８
月
以
降
の

保
存
会
の
活
動
か
ら

【宮地の天神社（石段とお宮）】

【箸立天神伊吹ヒバ】

【看板取付作業】

■
案
内
看
板
の
設
置
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月

日
（
日
）

・
国
造(

く
に
の
み
や
つ
こ)

が

こ
れ
ら
は
、
中
央
集
権
制
度

10

26
第
２
回
ガ
イ
ド
養
成
講
座
。

支
配
し
て
い
ま
し
た
。

確
立
の
た
め
必
要
で
あ
り
、
特

定
東
塚
・
西
塚
古
墳
に
つ

や
が
て
七
世
紀
、
ヤ
マ
ト
王

に
「
大
宝
律
令
」
（
七
一
〇
年
）

い
て
現
地
研
修
。
講
師
は

権
は
「
乙
巳
の
変
」
の
「
改
新

は
基
礎
法
整
備
の
重
要
な
法
令

い
つ

し

奥
田
・
網
本
会
員
。
Ｍ
Ｉ

の

詔

」
に
よ
り
連
合
国
家
か

で
し
た
。

み
こ
と
の
り

Ｔ
の
取
材
も
あ
り
ま
し
た
。

前
号
で
は
、
山
上
憶
良
の
歌

収
め
る
倉
庫
が
あ
る
」
と
。
そ

ら
、
天
皇
中
心
の
大
和
朝
廷
に

旧
来
か
ら
の
国
に
よ
っ
て
異

参
加
一
五
名
。

か
ら
、
農
民
の
窮
状
を
み
ま
し

の
後
に
「
国
々
に
は
市
場
が
開

よ
る
中
央
集
権
国
家
へ
転
換
を

な
る
「
租
」
「
賦
」
を
、
「
律
令
」

た
。
山
上
憶
良
が
こ
の
歌
を
詠

か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産

進
め
て
い
き
ま
す
。
天
武
朝
は

の
中
に
「
税
制
度
」
と
し
て
法

ん
だ
の
は
筑
前
守
在
任
の
七
三

物
の
交
易
が
行
わ
れ
て
る
」
と

五
畿
七
道
と
い
う
、
広
域
地
方

文
化
し
施
行
し
ま
す
。「
律
令
」

〇
年
前
後
で
す
。

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
区
画
を
設
定
し
整
備
し
ま

の
「
戸
令
」
「
田
令
」「
賦
役
令
」

で
は
、
そ
れ
ま
で
の
経
過
を

「
租
」
は
収
穫
物(

穀
物
等)

す
。

「
職
員
令
」
な
ど
の
「
令
」
は
、

み
て
み
ま
す
。

「
賦
」
は
労
役
で
、

「
邸
閣
」
は

区
画
内
の
旧
来
の
「
国
」
を

農
民
に
直
接
か
か
わ
る
基
本
法

紀
元
前
四
～
三
世
紀
に
稲
作

米
な
ど
の
食
糧
を
貯
蔵
す
る
建

分
割
（
六
八
九
年
、
吉
備
国
を

で
す
。

が
伝
来
し
て
か
ら
、
生
活
様
式

物
で
す
。
そ
し
て
、
交
易
に
よ

備
前
・
備
中
・
備
後
に
、
七
一

そ
し
て
、
「
国
」
に
「
司(

つ

は
定
住
型
社
会
へ
移
行
し
ま
し

る
国
々
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ

三
年
、
備
前
か
ら
美
作
を
分
国

か
さ)

」
ま
た
は
「
守(

か
み)

」

た
。
そ
の
こ
と
は
安
定
し
た
食

と
が
分
か
り
ま
す
。
三
世
紀
中

な
ど
）
し
、
各
国
に
「
評
（
こ

が
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

料
供
給
が
可
能
に
な
り
、
同
族

頃
の
邪
馬
台
国
は
、
こ
の
繋
が

お
り
）
」
を
設
け
て
地
方
の
勢

「
郡(

以
前
の
評)

」
に
は
、
最

村
落
共
同
体
の
形
成
を
進
め
、

り
の
中
で
約
三
〇
の
小
国
を
従

力
を
弱
体
化
し
て
い
ま
す
。

初
「
郡
司
」
と
し
て
旧
国
造
の

「
ム
ラ
」
と
い
う
氏
部
族
社
会

え
る
地
方
の
連
合
国
家
と
な
り
、

こ
れ
ら
の
整
備
と
同
時
に
、

子
孫
（
在
地
豪
族
）
が
任
命
さ

に
な
り
ま
す
。

卑
弥
呼
が
女
王
と
し
て
君
臨
し

大
和
朝
廷
は
政
治
的
支
配
権
力

れ
多
く
は
世
襲
で
終
身
官
で
し

や
が
て
紀
元
一
世
紀
前
後
に

て
い
ま
し
た
。

を
も
つ
「
大
和
朝
廷
政
権
」
へ

た
が
、
そ
の
後
中
央
か
ら
任
命

は
余
剰
生
産
物
「
富
」
を
管
理

そ
の
後
、
四
世
紀
～
六
世
紀

と
、
さ
ら
に
様
々
な
政
策
を
行

派
遣
さ
れ
ま
す
。
「
里
長
」
は

月

日
（
日
）

し
分
配
す
る
「
広
域
共
同
体
」

に
は
、
そ
れ
ら
の
各
地
方
連
合

っ
て
い
ま
す
。

里
を
管
轄
し
ま
す
が
、「
郡
司
」

11

16
荒
木
山
古
墳
と
大
谷
３
号

が
「
ク
ニ
」
の
基
本
と
し
て
発

を
さ
ら
に
広
域
拡
大
し
て
王
権

そ
の
最
も
中
心
と
な
る
の
が

の
下
で
雑
用
を
行
う
地
元
の
長

墳
の
柴
掻
き
や
草
刈
り
。

達
し
ま
す
。
氏
部
族
社
会
か
ら

の
頂
点
に
た
っ
た
の
が
ヤ
マ
ト

「
律
令
」
の
施
行
と
徹
底
で
す
。

老
か
里
（
村
）
役
で
あ
り
権
限

二
手
に
分
か
れ
て
作
業
。

首
長
社
会
へ
の
転
換
で
す
。

王
権
で
す
。
前
方
後
円
墳
を
含

「
律
」
は
刑
法
、「
令
」
は
刑

は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

（
会
員
８
名
）

弥
生
時
代
後
期
二
～
三
世
紀

む
古
墳
の
広
が
り
は
、
ヤ
マ
ト

法
以
外
の
行
政
法
な
ど
で
す
。

制
度
に
必
要
な
戸
籍
は
六
七

に
租
税
制
度
の
も
と
が
あ
っ
た

王
権
の
拡
大
に
大
き
な
役
割
を

大
和
朝
廷
は
、「
近
江
令
」
「
飛

〇
年
の
庚
午
年
籍
が
最
初
の
全

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
中
国
の

果
た
し
て
い
ま
す
。

鳥
浄
御
原

令

」（
上
記
二
つ
は

国
的
な
戸
籍
で
す
。
そ
の
後
六

き
よ

み

は
ら
り
よ
う

歴
史
書
「
魏
志
倭
人
伝
」
に
、

し
か
し
、
ヤ
マ
ト
王
権
は
、

令
の
み
と
さ
れ
る
）
「
大
宝
律

九
〇
年
に
、
よ
り
詳
細
な
情
報

ぎ

し

わ

じ
ん
で
ん

倭
国
「
邪
馬
台
国
、
卑
弥
呼
」

ま
だ
地
方
の
連
合
国
を
完
全
に

令
」「
養
老
律
令
」
と
、
七
世

を
含
む
庚
寅
年
籍
を
作
成
し
、

や

ま

た
い
こ
く

ひ

み

こ

の
時
に
、「
租
賦
を
収
む
。
邸

掌
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

紀
中
頃
か
ら
八
世
紀
中
頃
に
か

こ
れ
を
も
と
に
五
畿
内
の
口
分

そ

ふ

て
い

閣
あ
り
」、
つ
ま
り
「
租
税
や

各
連
合
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
は

け
て
「
令
」
と
「
律
令
」
を
出

田
班
給
が
さ
れ
ま
し
た
。

か
く賦

役
の
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
て

未
だ
独
立
国
家
と
し
て
、
豪
族

し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
大
宝
律
令
の
「
田

「
萬
葉
集
」
か
ら
見
た
古
代
（
五
）

ー

農
民

ー

三
輪

能
章

【東塚古墳の石室内での説明】 【古墳探訪のポイント等を説明】

【きれいになった

大谷３号墳】
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月

日
（
日
）

令
」
で
本
格
的
に
「
班
田
収
授
」

録
で
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の

11

23
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
大
谷

を
行
い
、
農
民
に
口
分
田
を
班

場
所
と
し
て
文
化
遺
産
を
見
る

一
号
・
三
号
墳
と
定
東
塚

給
し
直
接
個
別
支
配
を
行
い
ま

こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
→

・
西
塚
古
墳
を
巡
る
ウ
オ

す
。
豪
族
・
国
造
の
力
を
弱
め

茅
ヶ
崎
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ

ー
キ
ン
グ
。
説
明
担
当
は
、

る
制
度
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

ン
タ
ー
参
照

イ
ベ
ン
ト
班
の
奥
田
・
網

六
年
に
一
度
の
「
造
籍
」
が
始

（

号
か
ら
の
つ
づ
き
）

特
別
な
場
所
で
何
か
を
行
う

②
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
の
話
：

23

本
会
員
。
参
加
三
三
名
。

ま
り
、
五
〇
戸
一
里
を
基
準
に

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
の
紹

「
諏
訪
～
な
ぜ
人
々
は
諏
訪
を

（
実
行
委
イ
ベ
ン
ト
班
）

各
戸
主
を
中
心
に
家
族
構
成
を

介
で
す
。

目
指
す
の
か
～
」
（
二
〇
二
一

把
握
し
、
班
田
収
授
と
人
頭
税

▼
海
外
の
例

年
八
月
二
一
日
放
送
））

の
台
帳
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ

①
ス
ペ
イ
ン

ウ
ブ
リ
ケ
郊
外

人
気
の
観
光
地
・
諏
訪
は
縄

の
台
帳
「
造
籍
」
か
ら
課
役
を

オ
ク
リ
遺
跡
～
古
代
の
演
劇
場

文
時
代
も
っ
と
も
人
が
集
ま
る

徴
収
す
る
た
め
の
「
計
帳
」
と
、

二
〇
一
九
の
文
化
庁
の
ハ
ン

で
演
劇
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

場
所
だ
っ
た
？
今
も
昔
も
人
が

死
亡
者
に
関
す
る
帳
簿
「
死
亡

ド
ブ
ッ
ク
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｅ

②
イ
ギ
リ
ス

ス
ト
ー
ン
ヘ
ン

諏
訪
を
目
指
す
理
由
を
タ
モ
リ

帳
」
な
ど
が
毎
年
作
成
さ
れ
ま

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
（
ユ
ニ
ー
ク
・

ジ
「
あ
な
た
へ
の
ス
ト
ー
ン
ヘ

さ
ん
が
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
い
て
解
き

し
た
。

ベ
ニ
ュ
ー)

」
か
ら

ン
ジ
一
五
〇
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

明
か
す
！
▽
御
柱
祭
の
木
落
し

正
倉
院
文
書
に
「
天
平
十
一

①
重
要
文
化
的
景
観
の
棚
田
を

過
去
一
五
〇
年
間
に
訪
れ
て

坂
は
断
層
で
で
き
た
？

年
備
中
国
大
税
負
死
亡
帳
」
が

染
め
る
幻
想
的
灯
火

写
し
た
人
々
の
写
真
を
募
集
。

ブ
ラ
タ
モ
リ
と
い
う
番
組
で

だ
い
ぜ
い

ふ

あ
り
ま
す
。
備
中
国
九
郡
（
都

②
名
護
屋
城
跡
並
陣
跡
に
て
野

そ
の
数
々
の
写
真
を
展
示
す
る

タ
モ
リ
さ
ん
が
解
き
明
か
す
こ

宇
・
窪
屋
・
賀
夜
・
下
道
・
浅

外
レ
ス
ト
ラ
ン

取
り
組
み
で
す
。
ス
ト
ー
ン
ヘ

と
は
、
参
考
に
な
り
ま
す
。
茅

口
・
小
田
・
後
月
・
哲
多
・
英

③
古
民
家
で
神
楽
を
鑑
賞

ン
ジ
が
一
〇
〇
年
以
上
の
時
を

ヶ
崎
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

賀
）
の
う
ち
、
都
宇
・
窪
屋
・

④
お
寺
で
コ
ン
サ
ー
ト
～
利
休

経
て
、
人
々
を
結
び
付
け
て
い

タ
ー
の
取
り
組
み
で
も
分
か
る

賀
夜
の
順
序
で
、
各
郷
里
別
に

ゆ
か
り
の
名
刹
で
プ
レ
ミ
ア
ム

る
と
思
い
ま
す
。

よ
う
に
、
地
図
の
中
に
ス
ト
ー

実
行
委
員
会
（
毎
月
）

大
税
負
死
亡
人
が
列
記
さ
れ
て

公
演

▼
国
内
の
例

リ
ー
が
あ
る
。
地
形
と
い
う
の

と
て
も
貴
重
な
資
料
と
し
て
有

⑤
大
正
時
代
の
ピ
ア
ノ
を
県
指

①
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
「
遺
跡

は
使
え
る
素
材
で
あ
る
と
思
い

名
で
す
。
残
念
な
が
ら
英
賀
郡

定
文
化
財
で
演
奏
コ
ン
サ
ー
ト

ま
ち
づ
く
り
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」
→
古

ま
す
。

は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
お
そ

⑥
特
別
天
然
記
念
物
で
ス
ポ
ー

老
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、

ら
く
同
じ
よ

ツ
イ
ベ
ン
ト

秋
吉
台
カ
ル
ス

い
、
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
町

「
文
化
遺
産
を
活
用
し
て
○
○

う
な
内
容
で

ト

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｒ
Ｕ
Ｎ

の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
が
ど
ん
な

す
る
」

と
は
、
「
自
分
た
ち
の
場

あ
っ
た
と
思

⑦
文
化
財
の
拝
殿
で
能
楽
や
洋

所
だ
っ
た
の
か
を
記
録
し
て
い

所
づ
く
り
」

で
あ
り
、
「
地
域
の

い
ま
す
。

楽
を
披
露

き
ま
し
た
。
聞
き
取
り
調
査
に

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
つ
く

次
号
は
、
律

⑧
近
代
化
遺
産
と
最
新
映
像
技

よ
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
を
現
在

る
」
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

令
の
内
容
か
ら

術
の
融
合
３
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ

の
地
図
に
落
と
し
込
む
作
業
を

す
な
わ
ち
「
私
た
ち
の
北
房
と

三
班
に
分
か
れ
て
取
組
に

農
民
の
実
態
を

ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

な
ど
が
掲

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
古
老
の

い
う
場
所
」
を
つ
く
っ
て
い
く

つ
い
て
の
協
議
・
検
討
。

見
て
み
ま
す
。

載
し
て
あ
り
ま
す
。

知
る
昔
の
こ
と
が
一
つ
一
つ
記

取
り
組
み
で
す
。
（
梶
上

守
）

講
演
記
録

西
の
明
日
香
村
北
房
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
念
講
演

2025

『
文
化
遺
産
を
活
用
し
て
○
○
す
る
』

東
京
大
学

松
田

陽

先
生

文
化
遺
産
を
活
用
し
て

○
○
す
る
。

○
○
の
所
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

入
れ
て
み
る
と
よ
い
の
で
は
・
・
・
。

【大谷一号墳での集合写真】西の明日香村北房をめざしての取り組み

【大税負死亡帳（正倉院文書）】
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特
別
寄
稿

に
な
り
ま
す
が
、
主
に
砂
鉄
を

て
阿
口
神
社
に
も
お
参
り
し
ま

だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に

の
基
礎
構
造
（
一
辺
約
一
ｍ
の

原
料
に
、
秋
に
は
年
一
回
の
た

し
た
。
地
元
の
「
杉
さ
く
ら
の

し
て
も
時
代
の
先
進
的
な
製
鉄

方
形
）
が
似
通
っ
て
い
る
よ
う

た
ら
操
業
（
砂
鉄
を
溶
か
し
て

杜
育
て
て
観
る
会
」
椙
原
さ
ん

・
作
刀
産
業
に
よ
り
多
く
の
人

に
見
え
ま
す
。
燃
料
の
炭
づ
く

鉧
を
つ
く
る
）
し
、
鉧
か
ら
鉄

に
お
会
い
し
て
、
荷
卸
し
と
い

々
で
栄
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

り
や
鉄
鉱
石
を
赤
め
る
、
通
称

ケ
ラ製

品(

刃
物)

の
鍛
冶(

鍛
錬)

作

う
地
名
に
建
つ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
、

小
生
な
り
に
俯
瞰
し
て
み
ま

「
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
」
の
炭
窯
も

か

じ

ふ

か
ん

業
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

各
種
鉄
滓(

ノ
ロ)

を
見
せ
て
い

す
と
、
六
世
紀
後
葉
に
「
千
引
」

あ
る
よ
う
で
す
。

一
九
九
九
年
、
総
社
市
教
育

今
の
課
題
は
、
鉄
鉱
石
か
ら

た
だ
き
、
小
冊
子
「
阿
口
の
遺

で
製
鉄
技
術
が
日
本
へ
上
陸
し

名
刀
「
国
重
」
談
義
は
ま
た

委
員
会
発
掘
調
査
の
千
引
カ
ナ

鉧
を
つ
く
る
こ
と
。
な
ぜ
な
ら

産
」
の
説
明
を
聞
か
せ
て
い
た

た
（
朝
鮮
で
三
国
時
代
が
終
わ

の
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
か
！

ケ
ラ

ク
ロ
谷
製
鉄
遺
跡(

以
下
：
「
千

発
掘
さ
れ
た
「
千
引
」
で
は
鉄

だ
き
ま
し
た
。
何
と
、
製
鉄
・

る
頃
、
戦
乱
を
逃
れ
た
製
鉄
・

引
」)

は
、
製
鉄
炉
四
基
、
炭
窯

鉱
石(

磁
鉄
鉱)

の
破
片
も
発
見

鍛
冶
・
作
刀
に
関
わ
る
一
大
集

作
刀
集
団
を
吉
備
の
有
力
者
が

※

鉄
て
い
：
鉄
を
運
び
や
す
く
板
状
に

二
基
が
発
見
さ
れ
、
年
代
は
六

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
長
年
鉄

落
が
あ
っ
た
事
を
彷
彿
さ
せ
る

ス
カ
ウ
ト
し
て
初
め
て
吉
備
に

し
た
も
の

世
紀
後
葉
と
い
い
、
日
本
最
古

鉱
石
を
探
し
て
き
ま
し
た
が
、

お
話
で
し
た
。
次
に
北
房
図
書

に
技
術
を
伝
え
た
）
。
そ
し
て
、

◆

製
鉄
遺
跡
の
測
量
図
は
、「
奥
坂
遺
跡

の
発
見
と
し
て
騒
が
れ
ま
し
た
。

な
か
な
か
良
質
な
鉄
鉱
石
（
鉄

館
で
「
北
房
町
史

通
史
編
上
」

大
化
の
改
新(

六
四
五)

前
後
頃

群
発
掘
調
査
報
告
書
（
一
九
九
九
年
・

地
元
で
は
有
志
が
集
い
（
鬼

分
含
有
量
三
〇
～
五
〇
％
目
標
）

（
平
成
四
年(

一
九
九
二)

、
以

か
ら
、
豪
族
を
中
心
と
し
た
緩

総
社
市
教
育
委
員
会
編
）」
よ
り

ゆ
る

ノ
城
た
た
ら
倶
楽
部
発
足
）
、

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

下
：
「
通
史
」)

に
出
会
っ
て
、

や
か
な
首
長
連
合
か
ら
倭
政
権

製
鉄
遺
跡
の
再
現
・
研
究
を
続

以
下
は
、
鉄
鉱
石
を
探
し
な

日
本
刀
「
国
重
」
を
は
じ
め
と

の
中
央
集
権
体
制
へ
と
進
む
途

け
て
い
ま
す
。
も
う
二
〇
数
年

が
ら
見
聞
き
し
た
こ
と
で
す
。

す
る
、
備
州
作
刀
集
団
等
の
歴

上
の
で
き
ご
と
と
し
て
地
方
豪

ふ
る
さ
と
紹
介

数
ヶ
月
前
か

史
が
か
い
ま
見
え
て
き
ま
し
た
。

族(

有
力
者)

に
保
護
さ
れ
た
製

ら
知
り
合
い
に

同
時
に
阿
口
に
は
鉄
鉱
石
が
あ

鉄
・
鍛
冶
集
団
が
一
〇
〇
年
ぐ

案
内
さ
れ
て
、

る
か
も
知
れ
な
い
と
、
夢
が
膨

ら
い
の
間
に
瞬
く
間
に
全
国
へ

鉄
鉱
石
は
な
い

ら
ん
で
き
ま
し
た
！

そ
の
技
術
が
伝
播
し
て
い
っ
た

だ
ろ
う
か
と
、

阿
口
の
鉄
で
は
歴
史
的
に
二

と
思
わ
れ
ま
す
。
交
易
で
入
手

井
原
市
美
星
町
、

度
栄
え
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で

す
る
高
値
の
鉄
て
い
※

か
ら
、

荏
原
方
面
、
真

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
た
ら
で
生
産
す
る
安
価
な
鉄

え

ば
ら

庭
市
北
房
地
域

浅
学
で
す
が
、
最
初
は
後
期

を
入
手
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま

を
訪
ね
て
歩
き

古
墳
時
代
の
有
力
者
の
保
護
で

す
。

ま
し
た
。
中
で

「
千
引
」
か
ら
伝
播
し
て
、
郡

そ
の
頃
県
内
に
伝
播
し
て
い

ぐ
ん

も
北
房
地
域
で

衙
が
あ
る
ら
し
い
し
、
農
具
・

っ
た
製
鉄
遺
跡
を
ネ
ッ
ト
で
見

が

は
、
北
房
Ｉ
Ｃ

武
具
等
で
栄
え
た
時
期
が
あ
っ

る
と
、
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
に

入
口
の
「

国
重

た
の
で
し
ょ
う
か
。
次
は
、
室

か
け
て
赤
磐
市
旧
熊
山
町
の
猿さ

る

為
家
の
郷
」
刀

町
・
戦
国
時
代
の
武
器
需
要
に

喰
池
製
鉄
遺
跡
、
笠
岡
市
東
大

は
み

の
モ
ニ
ュ
メ
ン

応
え
た
作
刀
集
団
の
繁
栄
期
で

戸
の
鉄
塊
遺
跡
、
津
山
市
旧
久

北
房
地
内
上
水
田
の
井
殿
地

か
な
く
ろ

い

ど
の

ト
か
ら
、
阿
口

し
ょ
う
か
。
戦
の
な
い
江
戸
期

米
町
の
大
蔵
池
南
製
鉄
遺
跡
の

区
の
井
戸
鐘
乳
穴
神
社
（
延
喜

に
た
ど
り
着
い

以
降
は
名
刀
づ
く
り
に
勤
し
ん

発
掘
調
査
記
録
で
は
、「
千
引
」

式
内
社
、
祭
神
大
名
持

命

）

い
そ

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

井
戸
鐘
乳
穴
神
社

い

ど

か
な

ち

あ
な

じ
ん

じ
や

当
屋(

頭
屋)

祭

と
う

や

ま
つ
り

【井戸鐘乳穴神社】

【千引カナクロ谷製鉄遺跡１号炉】(25cm等高線)

鉄
鉱
石
を
探
し
て

鬼
ノ
城
た
た
ら
倶
楽
部

西
江
清
吾
（
倉
敷
市)

【千引カナクロ谷製鉄遺跡２・３・４号炉 配置図】
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の
当
屋
祭
は
、
「
北
房
町
史

民

渡
ろ
よ
」
と
唱
え
な
が
ら
渡
る
。

に
五
穀
を
そ
そ
ぐ
。
そ
の
尻
た

族
編
」
（
昭
和
五
八
年
発
行
）

か
つ
て
は
囲
炉
裏
で
あ
っ
た
が
、

て
を
背
負
っ
た
清
浄
人
を
宮
司

い

ろ

り

や
「
岡
山
の
祭
り
と
行
事

下
」

今
は
火
鉢
で
あ
る
。

《
火
の

が
押
し
倒
す
。

《
五
穀
豊

穣

ご

こ
く
ほ
う
じ
よ
う

（
山
陽
新
聞
社
・
昭
和
五
八
年

災
い
を
避
け
る
》

を
願
う
》

発
行
）
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

〔
稲
の
祭
り
〕
敷
い
た
新
し
い

（
畦
田
正
博
）

い
る
。
こ
の
度
、
祭
を
実
見
し
、

ム
シ
ロ
の
上
に
「
尻
た
て
」
と

関
係
の
方
へ
の
聞
き
取
り
調
査

い
う
一
束
の
藁
を
立
て
、
そ
れ

わ
ら

を
す
る
機
会
が
あ
り
、
紹
介
し

〔
酒
部
屋
〕

当
屋
の
家
の
奥
の

た
い
と
思
う
。

間
の
縁
側
の
外
に
茅
で
囲
ま
れ

か
や

祭
り
の
担
い
手
は
、
ツ
リ
ク

神
輿
が
帰
っ
て
か
ら
夕
方
か
ら

た
中
に
棚
を
設
け
た
も
の
。
式

ジ
で
選
ば
れ
た
当
屋
と

清

浄

夜
に
か
け
て
当
屋
で
の
神
事
が

内
十
八
社
の
十
八
重
の
鏡
餅
が

し
よ
う
じ
ゆ
う

人
で
あ
る
。
清
浄
人
は
、
祭
り

行
わ
れ
て
い
た
。
今
は
神
社
で

供
え
て
あ
る
。

どの
際
神
に
接
す
る
神
聖
な
役
で
、

の
神
事
に
引
き
続
い
て
、
オ
ハ

〔
オ
ハ
ケ
〕

カ
ワ
ラ
ケ
の
器
に

も
と
は
少
年
で
あ
っ
た
が
現
在

ケ
あ
げ
・
酒
部
屋
祭
り
・
お
り

飯
・
煎
り
干
し
・
酒
を
入
れ
て

い

は
大
人
の
場
合
が
多
い
。

ゑ
・
供
田
物
舞
い
（
福
の
種
ま

蓋
を
し
て
白
紙
で
包
ん
で
水
引

大
祭
は
十
一
月
三
日
で
、
そ

き
）・
火
の
祭
り
・
稲
の
祭
り

で
縛
っ
た
も
の
。
先
に
茅
束
を

れ
ま
で
に
、
酒
部
屋
か
け
・
餅

・
直
会
が
行
わ
れ
る
。
昼
頃
に

く
く
り
つ
け
御
幣
を
つ
け
た
三

さ
か

べ

や

な
お
ら
い

つ
き
・
注
連
な
い
・
水
神
ま
い

は
終
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
の
青
竹
の
前
に
そ
れ
ぞ
オ
ハ

し

め

り
が
行
わ
れ
る
。（
か
つ
て
は

ど
の
祭
り
や
行
事
で
も
あ
る

ケ
を
置
き
、
上
に
芝
を
四
枚
ず

三
日
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は

が
、
少
子
化
や
過
疎
化
の
波
で

つ
か
ぶ
せ
る
。

倉
敷
市
水
島
と
い
え
ば
、
現

適
し
た
土
地
と
は
言
え
な
い
。

二
日
で
）

氏
子(

特
に
若
い
世
代)

が
減
少

〔
供
田
物
舞
い(

福
の
種
蒔
き
）〕

代
で
は
工
業
都
市
の
イ
メ
ー
ジ

農
耕
に
向
か
な
い
こ
の
地
域
に

大
祭
当
日
の
朝
、
オ
ハ
ケ
お

し
た
り
、
社
会
情
勢
等
の
変
化

床
の
間
に
供
え
て
あ
る
餅
な
ど

が
強
い
。
し
か
し
、
水
島
か
ら

な
ぜ
多
く
の
古
墳
が
築
か
れ
た

ろ
し
が
行
わ
れ
る
。
敷
い
た
ム

で
存
続
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

を
清
浄
人
が
客
人
に
ま
く
。

児
島
に
か
け
て
の
山
地
に
は
、

の
だ
ろ
う
か
。

シ
ロ
で
、
宮
司
が
祝
詞
を
あ
げ

い
る
。
当
屋
祭
も
餅
つ
き
や
注

〔
火
の
祭
り
〕

清
め
た
灰
の
中
に

実
は
後
期
古
墳
が
数
多
く
分
布

こ
の
疑
問
を
探
る
ヒ
ン
ト
は
、

の

り

と

し

る
。
そ
の
後
、
神
社
拝
殿
で
の

連
縄
な
ど
を
外
部
委
託
す
る
な

丸
餅
を
埋
め
、
そ
の
中
に
青
木

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
古
墳

海
を
渡
っ
た
香
川
県
の
喜
兵
衛

め

な
わ

あ
お

き

神
事
が
行
わ
れ
る
。
お
り
ゑ
・

ど
、
で
き
る
と
こ
ろ
は
簡
略
化

の
葉
を
敷
き
並
べ
宮
司
が
「
渡

は
干
拓
地
に
は
存
在
し
な
い
。

島
に
あ
る
。
喜
兵
衛
島
は
非
常

供
田
物
舞
い
（
福
の
種
蒔
き
）

し
、
時
間
の
短
縮
も
図
る
な
ど

ろ
よ
、
渡
ろ
よ
、
川
の
西
方
を

古
墳
が
築
か
れ
た
の
は
、
過
去

に
小
さ
な
島
だ
が
、
何
と
一
八

く

だ

も
の

・
布
の
舞
い
・
四
神
祝
詞
・
ツ

実
情
に
合
う
よ
う
工
夫
し
て
い

に
“

島
”

だ
っ
た
山
の
上
で
あ
り
、

基
も
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い

し

し
ん
の

り

と

リ
ク
ジ
（
次
の
当
屋
を
決
め
る
）

る
。
基
本
は
大
事
に
し
な
が
ら

現
在
ま
で
に
約
五
〇
基
が
確
認

る
。
こ
こ
に
も
水
島
と
同
じ
く
、

で
あ
る
。
そ
の
後
、
神
輿
が
出

も
負
担
を
少
な
く
し
た
り
し
て
、

さ
れ
て
い
る
。

農
耕
が
で
き
る
平
地
は
ほ
と
ん

み

こ
し

て
い
た
の
だ
が
今
は
ご
開
帳
の

伝
統
と
歴
史
の
あ
る
こ
の
祭
の

だ
が
、
こ
こ
で
疑
問
が
生
ま

ど
な
い
。

み
で
あ
る
。

存
続
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と

れ
る
。
古
墳
時
代
の
水
島
は
辺

そ
の
理
由
を
解
く
鍵
に
な
っ

か
つ
て
は
午
後
三
時
過
ぎ
に

で
あ
る
。

境
で
、
田
ん
ぼ
を
つ
く
る
の
に

た
の
が
、
古
墳
の
す
ぐ
そ
ば
で

【オハケあげ】

（向こうに酒部屋が見える）

【酒部屋(内側)】
【火の祭り】

【尻たてに五穀を注ぐ】

【押し倒された清浄人】

※ 豊田宮司・井殿の森岡氏に

は大変お世話になりました。

水
島
に
古
墳
が
多
い
の
は
な
ぜ
か

ー
製
塩
と
大
和
王
権
が
結
び
つ
い
た
古
代
の
姿
ー

倉
敷
市

山
﨑
弘
大

（
高
一
）
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見
つ
か
っ
た
「
製
塩
炉
」
で
あ

山
守
部
小
廣

二
人
調
塩
二
斗
」
。

る
。
つ
ま
り
、
喜
兵
衛
島
の
古

備
前
か
ら
塩
が
納
め
ら
れ
た
、

墳
は
、
塩
作
り
を
行
っ
て
い
た

と
。

人
々
の
墓
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
だ
。

よ
く
晴
れ
た
午
後

で
は
、
水
島
は
ど
う
だ
ろ
う

山
は
い
よ
い
よ
高
く
聳
え

そ
び

か
。
実
は
、
水
島
周
辺
の
古
墳

頂
上
の
大
木
は
空
へ
と
尖
り

た
い
ぼ
く

と
が

の
麓
に
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い

白
い
雲
を
纏
っ
て
い
た

ま
と

い
ほ
ど
製
塩
遺
跡
が
あ
る
の
だ
。

っ
た
集
団
の
墓
だ
っ
た
の
で
は

私
は
山
を
登
り
詰
め

つ

例
え
ば
、
福
田
地
区
に
は
七
基

な
い
か
〟
と
い
う
説
が
強
く
な

大
木
に
よ
じ
登
っ
て

か
ら
な
る
湾
戸
古
墳
群
が
あ
る

る
。
塩
作
り
に
関
わ
っ
た
集
団

墓
と
考
え
ら
れ
る
八
幡
大
塚
古

白
い
雲
に
潜
り
込
ん
だ

も
ぐ

が
、
こ
れ
ら
の
見
下
ろ
す
先
に

の
首
長
の
墓
が
こ
れ
ら
の
古
墳

墳
で
あ
る
。
全
長
六
四
ｍ
の
大

「
や
れ

く
」
大
き
な
安
心

は
湾
戸
遺
跡
と
い
う
製
塩
遺
跡

な
の
で
あ
ろ
う
。

き
な
前
方
後
円
墳
で
、
大
型
の

に
満
た
さ
れ
た

が
あ
る
。
連
島
地
区
に
は
茂
浦

し
か
し
、
こ
こ
で
あ
る
疑
問

石
室
と
長
持
形
石
棺
を
模
し
た

暫

く
し
て
白
い
雲
が
大
木
を

し
ば
ら

古
墳
群
や
辻
堂
古
墳
な
ど
多
数

が
浮
か
ぶ
。
水
島
に
住
む
人
々

石
棺
を
備
え
て
い
る
。

離
れ
大
空
を
ゆ
っ
く
り
と

の
古
墳
が
分
布
す
る
が
、
麓
に

は
何
を
食
べ
、
ど
う
や
っ
て
生

つ
ま
り
、
児
島
の
屯
倉
を
中

流
れ
て
行
く

は
や
は
り
製
塩
遺
跡
の
大
江
遺

活
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
も

心
に
塩
生
産
が
組
織
化
さ
れ
、

私
は
喜
び
に
包
ま
れ

跡
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

ち
ろ
ん
、
人
間
が
塩
だ
け
で
生

そ
の
従
事
者
の
墓
が
水
島
や
児

過
去
の
記
憶
を
す
っ
か
り

遺
跡
を
埋
蔵
文
化
財
分
布
図
で

活
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
食

島
に
築
か
れ
た
古
墳
だ
っ
た
と

無
く
し
て
い
た

見
比
べ
て
み
る
と
、
面
白
い
ほ

料
と
な
る
農
産
物
が
必
要
だ
し
、

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

○
日
時

一
月
一
八
日(

日)

さ
て
、
白
い
雲
は
次
第
に

ど
き
れ
い
に
対
応
す
る
こ
と
に

塩
を
他
の
物
資
と
交
換
す
る
た

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
後

午
前
一
〇
時
半
～

溶
け
始
め

大
空
の
中
へ

気
づ
く
。

め
に
は
物
流
を
仲
介
す
る
存
在

期
古
墳
時
代
の
水
島
地
域
は
、

○
場
所

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー

消
え
つ
つ
あ
っ
た

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
〝
水
島

も
必
要
だ
。
そ
こ
で
浮
か
び
上

吉
備
の
伝
統
的
な
勢
力
で
は
な

（
二
階
）
研
修
室

白
い
雲
に
同
化
し
た
私
も

の
古
墳
は
、
塩
の
生
産
に
関
わ

が
る
の
が
、「
児
島
の
屯
倉
」

く
、
大
和
王
権
の
直
接
的
な
影

○
講
演

（
昼
食
後
）

ま
た
溶
け
て
い
く

み

や

け

の
存
在
で
あ
る
。
屯
倉
と
は
、

響
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

・
演
題

「
夢
は
突
然
覚
め
た
」

さ

大
和
朝
廷
が
地
方
を
直
接
支
配

北
房
地
域
と
は
別
に
、
水
島
に

「
岡
山
県
北
の
考
古
資
料

な
ん
と
好
ま
し
い
こ
の
世
と
の

す
る
た
め
の
役
所
で
、
児
島
の

も
大
和
の
力
が
及
ん
で
い
た
と

か
ら
さ
ぐ
る
渡
来
人
」

決
別
で
あ
ろ
う
か

屯
倉
は
五
五
六
年
に
設
置
さ
れ

み
ら
れ
る
。
水
島
の
古
墳
は
、

・
講
師

た
。
こ
の
時
期
は
ま
さ
に
水
島

そ
の
背
後
に
広
が
る
大
和
王
権

美
咲
町
生
涯
学
習
課
学
芸
員

入
会
の
す
す
め

で
古
墳
が
増
え
る
古
墳
時
代
後

の
影
響
力
を
今
に
伝
え
て
い
る

(

元
大
阪
文
化
財
研
究
所
総
括
研
究
員)

期
と
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に

の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に

田
中
清
美

先
生

※

令
和
八
年
度
の
会
員
を
募
集

こ
の
屯
倉
は
強
い
権
力
を
持
っ

平
城
京
か
ら
は
こ
ん
な
木
簡
が

(
田
中
先
生
は
、
荒
木
山
西
塚
発
掘
現
場

し
て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

発
見
さ
れ
て
い
る
。
「
備
前
国

に
お
見
え
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す)

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て

そ
の
象
徴
が
、
屯
倉
の
首
長
の

児
嶋
郡
三
家
郷

牛
守
部
小
成

い
ま
す
。

【茂浦1号墳】

【辻堂古墳】

【茂浦６号墳】

【茂浦古墳群から水島を望む】かつて海

だった所は干拓され、住宅と工場が立ち並ぶ

白
雲
夢
幻大

和
路
は
る
か

令
和
８
年
度

北
房
文
化
遺
産
保
存
会

総

会


